
Ｑ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
外

国
人
の
生
活
状
況
は
。

Ａ
、
経
済
悪
化
に
よ
り
、
休
業

要
請
や
事
業
の
縮
小
・
中
止
な

ど
が
相
次
ぎ
、
雇
用
や
生
活
等

に
は
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
も

の
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

技
能
実
習
生
や
派
遣
社
員
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
雇
用

の
外
国
人
は
、
生
活
基
盤
が
弱

く
、
収
入
の
減
少
に
よ
り
困
窮

状
態
に
陥
る
な
ど
、
日
々
の
暮

ら
し
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
も
の
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
市
内
在
住
外
国
人
の
人
数

お
よ
び
生
活
把
握
は
。

Ａ
、
令
和
4
年
12
月
１
日
現
在
、

住
民
登
録
の
あ
る
外
国
人
は
５

６
５
人
で
、
生
活
状
況
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で

そ
の
生
活
や
暮
ら
し
ぶ
り
、
困

り
ご
と
等
に
つ
い
て
聴
き
取
り

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の

方
は
、
派
遣
会
社
を
通
し
て
就

労
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
派
遣
切
り
の
問
題
に
直
面

し
、
極
め
て
厳
し
い
生
活
状
況

に
あ
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
ほ

か
、
一
方
で
は
、
新
た
な
外
国

人
技
能
実
習
制
度
に
よ
り
来
日

さ
れ
た
方
は
、
企
業
や
監
理
団

体
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
比
較
的
安
定
し
た
生
活
を

送
ら
れ
て
い
る
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
多
く
の
方
が
言

葉
の
問
題
に
直
面
し
、
医
療
や

福
祉
、
教
育
分
野
で
苦
労
さ
れ

て
い
る
状
況
を
、
把
握
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
、
貧
困
化
す
る
外
国
人
の
社

会
保
障
制
度
、
国
民
健
康
保
険

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
い
た
だ
い
て
い
る
外
国
人

は
、
12
月
1
日
現
在
で
59
世
帯
、

69
人
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
主

た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
、

お
よ
び
、
主
た
る
生
計
維
持
者

の
事
業
収
入
等
の
減
少
額
が
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

申
請
に
基
づ
い
て
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
保
税
の
減
免
の
世
帯

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
貧
困
化
す
る
外
国
人
に
対

す
る
、
他
の
社
会
保
障
制
度
は
。

Ａ
、
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人

に
対
し
て
は
生
活
保
護
の
決
定

実
施
の
取
扱
い
に
準
じ
て
生
活

保
護
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
活
保
護
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
１
人
で
す
。

Ｑ
、
在
留
資
格
の
な
い
外
国
人

に
対
す
る
制
度
と
運
用
は
。

Ａ
、
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、
以

前
は
在
留
資
格
が
な
く
て
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
に
く
く
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
住
民
登
録
の
な
い

外
国
人
の
把
握
が
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
在
留
資
格
を
持
た
ず
、
住

民
登
録
の
な
い
外
国
人
の
方
で

あ
っ
て
も
、
国
際
人
権
規
約
に

よ
っ
て
法
的
地
位
の
安
定
が
求

め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
在

留
資
格
を
有
す
る
者
と
同
様
に

基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

在
留
資
格
や
住
民
登
録
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
等
し
く
制
度
が
利

用
で
き
る
よ
う
全
庁
的
な
取
組

み
と
し
て
、
引
き
続
き
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
配
備
の
学
校
数
と
状
況
。

Ａ
、
現
在
、
市
内
小
学
校
2
校
、

中
学
校
2
校
で
生
理
用
品
を
配

備
し
て
い
ま
す
。
保
健
室
に
配

備
し
て
い
た
時
に
比
べ
、
多
く

の
生
理
用
品
が
消
費
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。
ま
た
、
児
童
生

徒
か
ら
は
、
「
困
っ
た
時
に
自

由
に
使
え
る
か
ら
助
か
る
」
と

い
う
声
が
あ
る
一
方
、
ト
イ
レ

に
流
す
い
た
ず
ら
と
思
わ
れ
る

行
為
が
複
数
回
あ
り
、
ト
イ
レ

が
詰
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
各
学
校
で
生
理
用

品
の
配
備
の
意
義
や
そ
の
使
い

方
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
配
備
の
進
展
は
。

Ａ
、
保
護
者
の
御
意
見
に
は
賛

否
両
論
が
ご
ざ
い
ま
す
。
良
い

取
り
組
み
で
あ
る
と
い
う
御
意

見
と
、
も
し
も
の
時
は
保
健
室

で
借
り
ら
れ
る
と
い
う
現
状
で

十
分
で
は
な
い
か
と
い
う
御
意

見
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
家
庭

の
事
情
で
生
理
用
品
を
持
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

も
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
り
、

ま
ず
は
市
内
全
て
の
中
学
校
の

女
子
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の

配
備
を
進
め
、
小
学
校
に
お
い

て
も
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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12
月
23
日
、
12
月
定
例
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
米
原
駅
東
口
の
開
発
を
め
ぐ
る
補
正

予
算
、
長
浜
民
主
商
工
会
が
提
出
し
た
国
に
対
す
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
の
実
施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
」

と
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
会
が
提
出
し
た
国
に
対
す
る
「
学
校
給
食
の
無
償
化
・
軽
減
の
財

政
支
援
を
国
に
求
め
る
意
見
書
」
の
2
つ
の
請
願
の
採
決
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
付
帯
意
見
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
結

果
等
の
詳
細
は
次
号
（
1
月
15
日
号
）
掲
載
し
ま
す
。
今
回
は
山
脇
議
員
の
一
般
質
問
の
続
き
で
す
。

山
脇
議
員
の
一
般
質
問

在
留
資
格
の
な
い
外
国
人
は

外
国
人
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
は

外
国
人
に
対
す
る
社
会
保
障
は

学
校
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
配
備
を


